
様式３           会    議     録  
 

会議名 
（審議会等名） 

相模原市社会福祉審議会 民生委員審査専門分科会 

事務局 
（担当課） 

健康福祉局福祉部地域福祉課  内線（２７７２） 

開催日時 平成３１年４月２３日（火） 午後３時1０分～３時３０分 
開催場所 けやき会館４階第２中会議室 

 出 
 
 席 
 
 者 

委 員 
６名  

（原委員、戸塚委員、大久保委員、永井委員、名取委員、相澤委員） 

その他 ０名 

事務局 ４名（網本部長、遠藤課長、中山総括副主幹、平井） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・ 
一部不可の場合
は、その理由 

 

会議次第 

 
１ 開会 
２ 議題 
（１） 専門分科会長の選出について 
（２） 職務代理者の指名について 
（３） 民生委員審査専門分科会の審査内容について 
（４） 民生委員・児童委員の一斉改選について 
３ その他 
４ 閉会 
 

 



審   議    経    過        （１／１） 
 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

（１）専門分科会長の選出について 
互選により戸塚委員が専門分科会長に選出され、戸塚会長のあいさつの後、会長によって議
事が進行された。 

（２）職務代理者の指名について 
戸塚専門分科会長から大久保委員が職務代理者として指名された。 

（３）民生委員審査専門分科会の審査内容について 
事務局から、資料１～３に基づき説明した。 

（４）民生委員・児童委員の一斉改選について 
事務局より、資料４に基づき説明した。次のようなやり取りがあった。 
○︓相模台地区では一斉改選に伴い、５８名中２２名が継続しない意向を示し、うち定年

を理由としている方が１０名いる。地域住民及び民生委員・児童委員の高齢化に伴
い、後任を見つけるのに苦慮している。 

○︓事務局に考えはあるか。 
●︓定年の引上げ等の影響もあり、後任の選定は課題だと感じている。 
   負担軽減や協力員制度の啓発などを行っているところである。 
   年齢要件を緩和する案もあるが、課題も多い。 
○︓協力員制度について、１名につき複数名が担当できるようにする等、制度の改正が可能

であれば負担を軽減できるように思う。 
○︓推薦協力会は２２地区全てで設置されているのか。構成員は自治会長が主か。 
●︓推薦協力会は２２地区全てで設置されている。構成員は地域によって特徴があるが、い

ずれにせよ自治会関係者が多い。自治会から民生委員・児童委員を選出するような関
係となってしまっている。 

○︓それにもかかわらず、自治会加入率も下がっているため、やはり選任は難航している。 
（５）その他 
  特に意見は出なかった。 

以上をもって閉会とした。 
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